
①パンフレットラック（14台）
②小物入れ（200個）

③大河ドラマ館新築
④天竜体育館改修
⑤天竜区役所ベンチ製作
⑥細江総合グラウンドベンチ製作
⑦産業展示館改修

【概要・アピールポイント】

①②市民等を対象にデザインコンペを実施。パブリック部門、ノベルティ部門の２部門で236点の応

募があった。両部門の最優秀賞受賞作品を実際に製作。

③令和5年1月スタートのＮＨＫ大河ドラマ「どうする家康」の施設に使用し、来訪者にPR。

④⑤選手村ビレッジプラザで使用された天竜材を多く産出する天竜区の天竜体育館の改修で内装材と

して活用予定。また、同区の区役所に、職員がベンチを製作・設置。

⑥多目的グラウンドとして多くの方に利用されている施設に、指定管理者がベンチを製作・設置。

⑦産業振興の拠点である産業展示館の改修で内装材として活用予定。

■ 資材提供のきっかけ

・選手村ビレッジプラザでの天竜材（FSC認証材）の活用により、

国内外の多くの方々に天竜材（FSC認証材）の品質の良さを認

識いただきたいと思い、提供することとした。

・併せて、これまで静岡県内の体育館や空港への天竜材（FSC認

証材）の納材を地域一丸となって実施しており、今回の資材提

供も地域の実績・自信につなげるために取り組んだものである。

■ 提供した木材の概要

・スギ無垢材（合計32.29㎥）
・市長をはじめ、選手村ビレッジプラザ
への天竜材の提供に携わった関係者等
に集まっていただき、出発式を実施。

■ 用途
①パンフレットラック（14台）、②小物入れ（200個）、③大河
ドラマ館新築④天竜体育館改修、⑤天竜区役所ベンチ製作、⑥細
江総合グラウンドベンチ製作、⑦産業展示館改修

■ 用途決定までのプロセス

①②市民等を対象にデザインコンペを実施。

③～⑦市役所内すべての部署に照会を行い、提供した天竜材の後

利用として適当かを課内で判断・決定した。

■ 完成まで・完成後のエピソード

・製品製作や建築物への利用にあたり、

選手村ビレッジプラザに提供した様々な規格の

天竜材を、無駄にしないよう当てはめていく

ことがパズルのようで苦労した。

・完成後、市内外多くの方に見ていただけるようにしており、

長旅や後利用に対して労いの声をかける方もいらっしゃった。

■ 完成/使用開始時期

①②2022年4月、③2023年1月、④2023年度、⑤⑥2022年12月、

⑦2023年6月

静岡県浜松市

■ 製作・使用したものの設置・建設場所や利用者など

①市役所や区役所等に事業概要等を記載した木製プレートを付け

て設置。②事業概要等の解説用紙を付けてイベント等で配布予定。

③大河ドラマ館の通路シェルター、ウッドデッキ、二の丸展示、

結界、バリケードに使用。④天竜体育館の内装に使用予定。

⑤天竜区役所にベンチを設置。

⑥細江総合グラウンドにベンチを設置。

⑦産業展示館の内装に使用予定。

問合せ先

産業部林業振興課森林・林業政策グループ
電話： 053-457-2159


